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【手続補正書】
【提出日】平成23年10月31日(2011.10.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　技術的装置の少なくとも１つの動作状態を光学的に表示するための警告灯であって、特
定の動作状態の表示中に、特定の時間間隔内に一連の複数の照射パルスを発生するための
、少なくとも１つの発光素子（２）を備え、前記照射パルスの照明特性は、少なくとも１
つの照射パラメータ（Ｐ）によって決定される警告灯において、
　前記照射パラメータ（Ｐ）の少なくとも１つにおける非周期的変化が、前記時間間隔内
に設けられている
　ことを特徴とする警告灯。
【請求項２】
　請求項１に記載の警告灯であって、
　前記少なくとも１つの動作状態は、複数の異なる動作状態である
　ことを特徴とする警告灯。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の警告灯であって、
　前記少なくとも１つの照射パラメータ（Ｐ）は、輝度、照射継続時間、周波数、色、発
光方向のうちの少なくとも１つを含む
　ことを特徴とする警告灯。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の警告灯であって、
　少なくとも２つの前記照射パルスは、少なくとも１つの暗パラメータを有する暗期によ
って区切られている
　ことを特徴とする警告灯。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載の警告灯であって、
　前記暗パラメータにおける非周期的変化は、前記時間間隔内に設けられている
　ことを特徴とする警告灯。
【請求項６】
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　請求項１～５のいずれかに記載の警告灯であって、
　少なくとも２つの前記照射パルスが重畳する
　ことを特徴とする警告灯。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかに記載の警告灯であって、
　前記照射パルスの形態は、非周期的に変化する前記照射パラメータ（Ｐ）である
　ことを特徴とする警告灯。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれかに記載の警告灯であって、
　前記照射パルスのパルスエネルギーは、非周期的に変化する前記照射パラメータ（Ｐ）
である
　ことを特徴とする警告灯。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれかに記載の警告灯であって、
　前記時間間隔は、少なくとも１０個の異なる前記照射パルスおよび少なくとも１０個の
異なる前記暗期の少なくとも一方を備えている
　ことを特徴とする警告灯。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれかに記載の警告灯であって、
　前記時間間隔は、少なくとも１，０００個の異なる前記照射パルスおよび少なくとも１
，０００個の異なる前記暗期のうちの少なくとも一方を備えている
　ことを特徴とする警告灯。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれかに記載の警告灯であって、
　毎秒１０回から６０回の前記照射パルスの変化が少なくとも前記時間間隔内に設定され
ている
　ことを特徴とする警告灯。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれかに記載の警告灯であって、
　毎秒２０回から３０回の前記照射パルスの変化が少なくとも前記時間間隔内に設定され
ている
　ことを特徴とする警告灯。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれかに記載の警告灯であって、
　前記照射パルスと前記暗期との間の変化は、時間的に周期的な変化として形成されてい
る
　ことを特徴とする警告灯。
【請求項１４】
　請求項１～１３のいずれかに記載の警告灯であって、
　複数の前記発光素子（２）が設けられている
　ことを特徴とする警告灯。
【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれかに記載の警告灯であって、
　発光している前記発光素子（２）の数が、非周期的に変化する前記照射パラメータ（Ｐ
）である
　ことを特徴とする警告灯。
【請求項１６】
　請求項１～１５のいずれかに記載の警告灯であって、
　少なくとも２つの前記発光素子（２）は、同一の前記照射パラメータ（Ｐ）を有する発
光素子群（４）を形成している
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　ことを特徴とする警告灯。
【請求項１７】
　請求項１～１６のいずれかに記載の警告灯であって、
　前記発光素子（２）は、発光ダイオード（２）として設計されている
　ことを特徴とする警告灯。
【請求項１８】
　請求項１～１７のいずれかに記載の警告灯であって、
　前記発光素子（２）は、複数色発光ダイオードとして設計されている
　ことを特徴とする警告灯。
【請求項１９】
　請求項１～１８のいずれかに記載の警告灯であって、
　個々の前記発光素子（２）の前記照射パラメータ（Ｐ）と、個々の前記発光素子（２）
の前記暗パラメータと、個々の前記発光素子群（４）の前記照射パラメータ（Ｐ）と、個
々の前記発光素子群（４）の前記暗パラメータとのうちの少なくとも１つを制御するため
の少なくとも１つの制御装置が設けられている
　ことを特徴とする警告灯。
【請求項２０】
　請求項１～１９のいずれかに記載の警告灯であって、
　前記制御装置は、個々の前記発光素子（２）の前記照射パラメータ（Ｐ）の疑似ランダ
ムな非周期的変化と、個々の前記発光素子（２）の前記暗パラメータの疑似ランダムな非
周期的変化と、個々の前記発光素子群（４）の前記照射パラメータ（Ｐ）の疑似ランダム
な非周期的変化と、個々の前記発光素子群（４）の前記暗パラメータの疑似ランダムな非
周期的変化のうちの少なくとも１つを発生させるための、少なくとも１つのランダム発生
器を有する
　ことを特徴とする警告灯。
【請求項２１】
　技術的装置の少なくとも１つの動作状態を光学的に表示するための警告灯であって、特
定の動作状態の表示中に、特定の時間間隔内に一連の複数の照射パルスを発生するための
、少なくとも１つの発光素子（２）を備え、前記照射パルスの照明特性は、少なくとも１
つの照射パラメータ（Ｐ）によって決定される警告灯において、
　前記照射パラメータ（Ｐ）の少なくとも１つにおける非周期的変化が、前記時間間隔内
に設けられ、
　毎秒１０回から６０回の前記照射パルスの変化が少なくとも前記時間間隔内に設定され
ている
　ことを特徴とする警告灯。
【請求項２２】
　請求項１～２１のいずれかに記載の警告灯であって、
　前記技術的装置は、機械、設備、および輸送機器のいずれかである
　ことを特徴とする警告灯。
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